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▼
安
倍
首
相
主
催「
桜

を
見
る
会
」
の
私
物

化
疑
惑
が
膨
ら
む
一

方
で
す
。
地
域
の
方

か
ら
も
「
税
金
を
私

物
化
す
る
に
も
程
が
あ
る
」「
総
理

の
票
集
め
の
た
め
の
会
合
な
の

か
？
」
な
ど
、
怒
り
の
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
▼
「
桜

を
見
る
会
」
を
私
物
化
し
有
権
者

を
買
収
し
た
の
で
は
な
い
か
、
反

社
会
的
勢
力
や
マ
ル
チ
商
法
会
社

の
会
長
の
招
待
問
題
、
国
会
で
の

虚
偽
答
弁
や
招
待
者
名
簿
の
シ
ュ

レ
ッ
ダ
ー
で
の
廃
棄
問
題
な
ど
、

安
倍
首
相
は
、将
棋
で
言
え
ば「
詰

ん
だ
」
状
態
で
す
▼
こ
こ
ま
で
首

相
を
追
い
詰
め
た
力
は
野
党
共
闘

の
力
で
す
。
た
だ
ち
に
追
及
チ
ー

ム
を
た
ち
あ
げ
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
が
、
安
倍
首
相
を
追
い
詰
め

る
決
定
打
と
な
り
ま
し
た
▼
こ
の

疑
惑
の
構
図
は
「
モ
リ
カ
ケ
」
疑

惑
と
そ
っ
く
り
で
す
が
、
違
う
点

も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
関
係
者
が
極

め
て
多
数
で
あ
る
こ
と
、「
ジ
ャ

パ
ン
ラ
イ
フ
」
の
被
害
者
な
ど
、

実
害
を
受
け
た
被
害
者
も
数
千

人
規
模
で
あ
る
こ
と
、「
前
夜
祭
」

を
め
ぐ
っ
て
政
治
資
金
規
正
法

と
、公
職
選
挙
法
違
反
の
疑
い
が
、

安
倍
首
相
に
直
結
し
て
い
る
こ

と
で
す
▼
自
民
党
幹
部
は
「
逃
げ

切
っ
た
」
と
発
言
し
、
公
明
党
幹

部
は
「
逃
げ
勝
っ
た
」
と
発
言
し

た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
逃

げ
切
り
」
を
絶
対
に
許
す
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
年
を
越
え
て
も

徹
底
的
に
追
及
し
、
安
倍
政
権
を

総
辞
職
に
追
い
込
み
ま
し
ょ
う
。

あ
さ
の

台
風
19
号
の
対
応

に
つ
い
て
、
不
満
や
批
判
の

声
が
多
く
あ
る
。
①
区
民
が

ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た

ら
良
い
の
か
、
明
確
な
情
報

提
供
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が

必
要
。
②
防
災
ラ
ジ
オ
や
簡

易
な
受
信
機
を
、
あ
っ
旋
す

る
か
、
無
料
で
配
布
す
る
こ

と
。
③
避
難
場
所
に
つ
い
て
、

台
風
な
ど
の
災
害
対
策
の
抜
本

的
強
化
な
ど
、
18
項
目
の
重
点

要
望
を
は
じ
め
、
１
８
８
項

目
の
予
算
要
望
に
つ
い
て
説
明

し
、そ
の
実
現
を
求
め
ま
し
た
。

　

山
本
区
長
は
、「
区
民
の
暮

ら
し
を
良
く
し
た
い
と
の
方
向

性
は
一
致
し
て
い
る
。
何
が
で

き
る
か
検
討
し
た
い
」
な
ど
と

述
べ
ま
し
た
。

減
策
に
取
り
組
む
べ
き
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
国
民
健
康
保
険
料
や

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
公

的
住
宅
の
増
設
や
家
賃
助
成
の

創
設
、
学
校
給
食
費
の
無
料
化

と
公
会
計
化
、
高
齢
者
補
聴
器

購
入
費
の
助
成
制
度
の
拡
充
、

紙
お
む
つ
の
持
ち
帰
ら
せ
を
や

め
、
園
内
処
理
を
行
う
こ
と
、

　

予
算
要
望
で
は
、
は
じ
め
に

高
柳
東
彦
区
議
団
長
が
、
予
算

要
望
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ

い
て
、「
消
費
税
増
税
が
区
民

の
暮
ら
し
と
営
業
に
重
く
の
し

か
か
っ
て
い
る
。
区
政
が
、
悪

政
の
防
波
堤
と
し
て
、
暮
ら
し

を
守
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
貧
困

対
策
や
国
保
料
な
ど
の
負
担
軽

　

日
本
共
産
党
墨
田
区
議
団
と

同
地
区
委
員
会
は
12
月
２
日
、

「
２
０
２
０
年
度
墨
田
区
予
算

編
成
に
関
す
る
要
望
書
」
を
山

本
亨
区
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
予
算
要
望
書
は
、
区
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
生
活
相
談
活
動
、

各
団
体
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

切
実
な
要
求
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。 国

保
料
引
き
下
げ
な
ど
、く
ら
し
最
優
先
の
予
算
に

日
本
共
産
党
区
議
団
が
来
年
度
予
算
要
望
書
を
提
出

全
国
の
台
風
や
洪
水
被
害
の
教

訓
か
ら
学
ん
で
、
大
地
震
と
は

別
に
再
整
備
す
べ
き
。
④
荒
川

の
氾
濫
に
よ
る
大
規
模
水
害
で

は
、
広
域
避
難
だ
け
で
な
く
、

区
内
で
１
週
間
か
ら
２
週
間
は

滞
在
可
能
な
避
難
場
所
を
確
保

す
べ
き
。

区
長
①
情
報
発
信
体
制
は
、

早
急
に
改
善
策
を
検
討
す
る
。

あ
さ
の
区
の
助
成
限
度
額
は

２
万
円
だ
が
、
補
聴
器
の
購
入

金
額
の
平
均
は
12
万
５
千
円
前

後
だ
。
さ
ら
に
、
区
は
片
耳
し

か
対
象
に
し
て
い
な
い
。
今
年

度
か
ら
都
の
助
成
制
度
を
活
用

す
る
が
、両
耳
を
対
象
に
し
て
、

限
度
額
を
２
倍
以
上
に
引
き
上

げ
て
も
、
区
の
負
担
額
は
そ
れ

あ
さ
の　

１
９
７
４
年
の
区

「
再
開
発
基
本
計
画
」
で
は
、

大
地
震
の
被
害
を
最
小
限
に
く

い
と
め
る
た
め
「
夜
間
人
口

の
抑
制
」
を
掲
げ
て
い
た
。
医

療
・
介
護
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
で
き
る
こ
と
も
重

要
。
本
区
の
適
正
人
口
は
何
人

ぐ
ら
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

区
長

人
口
推
計
を
適
切
に

行
う
必
要
は
あ
る
が
、
適
正
人

口
を
設
定
す
る
意
義
は
、
当
時

と
比
べ
て
薄
れ
て
き
て
い
る
。

求
め
る
。

区
長

憲
法
９
条
の
改
正
は
、

様
々
な
考
え
方
が
あ
る
中
で
、

そ
の
議
論
は
国
に
お
い
て
な
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
一
自
治
体

の
長
で
あ
る
私
の
意
見
を
述
べ

る
こ
と
は
控
え
る
。

緊
急
避
難
措
置
と
し
て
の
垂
直

避
難
対
策
を
進
め
る
一
方
で
、

広
域
避
難
の
方
策
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

②
ま
ず
は
、
既
存
の
情
報
発
信

ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
。
③
一
時

避
難
施
設
の
拡
充
や
都
有
施
設

の
活
用
要
請
等
を
進
め
る
。
④

情
報
提
供
や
伝
達
・
避
難
場
所
の
改
善

防
災
ラ
ジ
オ
等
の
あ
っ
旋
・
配
布
を

高
齢
者
の
補
聴
器
助
成
の
拡
充
を

９
条
改
憲
に
反
対
せ
よ

　墨田区議会定例会11月議会が、11月27日
から12月11日までの日程で開かれました。
　11月27日には、各会派の代表質問が行
われ、日本共産党から、あさの清美区議が
質問に立ちました。あさの区議は、「来年
度予算編成の基本的な考え方と暮らしを守
る具体的な対策」、「台風・水害対策の抜本

的な強化」、「適正人口など、まちづくり問
題」、「9条改憲などに対する区長の政治姿
勢」について、山本区長などの見解を質し
ました。
　また、日本共産党区議団は、切実な区民
要求の実現に向けて、各委員会などで積極
的な論戦を行いました。（関連記事2面に）

ほ
ど
増
え
な
い
。こ
の
機
会
に
、

補
聴
器
の
助
成
制
度
を
拡
充
す

る
よ
う
強
く
求
め
る
。

区
長
都
の
包
括
補
助
の
対
象

に
含
め
る
よ
う
、
事
前
協
議

を
行
っ
て
い
る
が
、
高
齢
者
の

軽
・
中
程
度
の
難
聴
対
策
と
し

て
は
、
現
在
の
助
成
水
準
で
対

応
し
て
い
き
た
い
。

あ
さ
の
憲
法
第
９
条
に
自
衛

隊
を
明
記
す
れ
ば
、
９
条
２
項

の
戦
力
不
保
持
・
交
戦
権
否
認

の
規
定
が
空
文
化
・
死
文
化
し

て
し
ま
い
、
海
外
に
自
衛
隊
を

派
兵
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
う
。
９
条
改
憲
に
反
対
を
表

明
し
、
行
動
す
る
こ
と
を
強
く

適正人口を
どのくらいと考えるのか

台風・洪水対策の抜本的強化を求める

区の人口が27万4千人を突破、
人口増はデメリットも
あるのでは？

党区議団ニュースや区政に対するご意見・ご要望をお寄せください

代表質問を行う、あさの区議（11月27日、
区議会本会議場）

区長に予算要望書を提出する党区議団（左から山下区議、
としま区議、あさの区議、高柳区議、山本区長、はら区議、
村本前区議）

あさの清美区議が代表質問

台風19号の対応に多くの不満の声がある
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12
月
11
日
、
条
例
案
等
の
採
決
に
あ
た
り
、
山
下

ひ
ろ
み
区
議
が
反
対
す
る
議
案
へ
の
討
論
を
行
い
ま

し
た
。（
写
真
）

　

本
所
地
域
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
を
、

Ｂ
Ｉ
Ｇ
・
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
に
継
続
さ
せ
る
議
案

が
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
開
館
時
に
、
自
民
党
・
松

島
み
ど
り
衆
議
院
議
員
後
援
会
名
で
胡
蝶

蘭
が
贈
ら
れ
、
展
示
さ
れ
る
と
い
う
問
題

が
起
こ
り
、
当
時
の
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長
が
「
贈
っ
た
側
も
、
受
け
取
っ
た

側
も
、
公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
の
区
議
選
時
に
は
、
自
民
党

の
区
議
候
補
の
ポ
ス
タ
ー
が
施
設
内
に
張

り
出
さ
れ
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
注
意

さ
れ
る
と
い
う
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

公
の
施
設
に
お
い
て
、
一
番
大
事
な

こ
と
は
公
平
・
公
正
な
管
理
運
営
が
確

保
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
事

業
者
は
不
適
切
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
こ
の
議
案
に
は
、
日
本
共
産
党
や
立

憲
民
主
党
墨
田
区
議
団
な
ど
９
人
が
反
対

し
、
１
人
が
退
席
す
る
と
い
う
異
例
の
事

態
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
民
党
・
公
明
党

な
ど
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

立
憲
民
主
党
区
議
団
と
共
同
で
提
案
し
た

意
見
書
が
採
択
さ
れ
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
使
い
方
を
改
め
よ

　

先
日
、
夕
方
５
時
こ
ろ
、
夜
の
診

療
を
受
け
る
た
め
に
男
性
が
来
院
し

ま
し
た
。
柳
原
病
院
の
泌
尿
器
科
の

帰
り
で
、「
腰
の
痛
み
も
だ
い
ぶ
取

れ
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
の
表

情
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
私
は
、
学

校
医
を
20
年
以
上
つ
づ
け
て
き
た
。

そ
の
ご
褒
美
に
、
区
報
に
写
真
が

載
っ
て
い
る
と
思
っ
て
探
し
た
が
見

つ
か
ら
な
い
」
と
大
き
な
声
で
話
し

て
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の

男
性
は
80
才
を
こ
え
、
家
で
は
家
庭

内
別
居
状
態
で
『
聴
く
も
涙
』
の
人

で
あ
る
。
妻
と
は
ほ
と
ん
ど
顔
を
合

わ
せ
ず
、
す
ぐ
に
隠
れ
て
し
ま
う
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
男
性
は
前
立
腺
が
ん
で
、
Ｐ

Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
特
異
抗
原
。
前
立
腺

が
ん
の
場
合
、
血
清

中
の
含
有
量
が
上

昇
す
る
）
の
数
値
が

ぐ
ん
ぐ
ん
上
が
っ

て
、
１
０
０
以
上

に
も
な
っ
た
。
私
は

「
こ
の
状
態
は
す
で

に
腰
の
骨
に
転
移

し
て
い
る
。
早
く
柳
原
病
院
に
行
っ

て
」
と
、
嫌
が
る
泌
尿
器
の
診
察

を
す
す
め
た
。
最
近
や
っ
と
受
け
入

れ
て
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
に
よ
り
症
状

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
腰
痛
も
お
さ
ま
っ
た
。

　

健
診
で
も
測
定
す
る
Ｐ
Ｓ
Ａ
だ

が
、
正
常
値
は
４
以
下
で
あ
る
。
し

か
し
、
３
以
上
で
も
20
％
に
ガ
ン
が

見
つ
か
り
、
４
以
上
で
40
％
に
、
10

以
上
だ
と
60
％
で
、
20
以
上
は
80
％

に
ガ
ン
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
墨
田

区
は
東
京
で
も
珍
し
く
３
以
上
で
精

密
検
査
を
す
す
め
て
い
る
。
Ｐ
Ｓ
Ａ

が
高
い
場
合
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、

前
立
腺
ガ
ン
、
前
立
腺
肥
大
、
前
立

腺
炎
な
ど
で
あ
る
。
数
値
が
高
い
場

合
は
、
肛
門
か
ら
前
立
腺
が
肥
大
し

て
い
る
か
、
硬
い
所
が
あ
る
か
検
査

で
前
立
腺
の
大
き
さ
、形
を
調
べ
る
。

そ
し
て
ガ
ン
の
疑
い
が
あ
れ
ば
、
前

立
腺
生
検
を
行
う
。
こ
の
検
査
を
患

者
は
一
番
嫌
が
る
。

松島みどり後援会名の胡蝶蘭展示・ポスター掲示など
公正な運営に疑問＝本所地域プラザの指定管理者

前立腺がん

共産 自民 公明 立憲墨 墨立憲 オン 新す 絆 無 Ｎ国 結果
令和元年度墨田区一般会計補正予算 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決
令和元年度墨田区国民健康保険特別会計補正予算 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
令和元年度墨田区介護保険特別会計補正予算 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
令和元年度墨田区後期高齢者医療特別会計補正予算 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
墨田区選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条
例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に対する付
帯決議

○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○ 可決

墨田区議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区長等の給料等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
旧すみだ中小企業センター大規模改修など工事請負契約 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
荒川河川敷運動場災害復旧工事請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
墨田区監査委員選任の同意について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
墨田区横川コミュニティ会館の指定管理者の指定について × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
本所地域プラザの指定管理者の指定について × ○ ○ × 退 × × ○ ○ ○ 可決
すみだトリフォニーホールの指定管理者の指定についてに
対する付帯決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

東向島児童館及び東向島児童館分館の指定管理者の指定に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

文花子育てひろばの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
すみだステップハウスおおぞらの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
損害賠償の額の決定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
「あおり運転」に対する厳罰化と更なる対策強化に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
骨髄移植等によりワクチンの再接種が必要になった場合の
再接種費用を助成する制度創設に関する意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

豚コレラの早期終息に向けた緊急かつ具体的な取組に関す
る意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

在宅子育て世帯のための子育てひろば等の整備拡充に関す
る陳情

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △※ 1 ○ ○ 採択

墨田区議会11月議会で議決された主な議案等と各党の態度

　

山
下
区
議
は
、
補
正
予
算

に
つ
い
て
「
特
別
会
計
の
決

算
剰
余
金
の
使
い
方
が
問

題
。
国
民
健
康
保
険
で
約
８

み
立
て
る
の
で
は
な
く
、
保

険
料
の
引
き
下
げ
に
活
用
す

べ
き
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
す
み
だ
中
小

企
業
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模

改
修
等
の
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て
、「
区
は
、
財
政
白

書
で
、
今
後
６
年
間
で
収
入

が
１
２
０
億
円
不
足
す
る
た

め
、
い
っ
そ
う
の
行
財
政
改

革
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
財
政
状
況
で
、

大
学
が
使
う
建
物
に
29
億
円

も
税
金
を
投
入
す
る
の
は
問

題
。
旧
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

大
規
模
改
修
計
画
は
抜
本
的

に
見
直
し
、
工
事
契
約
案
は

撤
回
す
る
べ
き
」
と
強
く
求

め
ま
し
た
。

　

立
憲
民
主
党
墨
田
区
議
団
と
日

本
共
産
党
が
共
同
提
案
し
た
、「
骨

髄
移
植
等
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
の
再

接
種
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
の
再

接
種
費
用
を
助
成
す
る
制
度
創
設

に
関
す
る
意
見
書
」
が
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
自
民
党
か

ら
も
同
内
容
の
意
見
書
案
が
提
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

小
児
が
ん
等
の
治
療
で
、
定
期

予
防
接
種
で
一
旦
で
き
た
抗
体
が

失
わ
れ
、
再
接
種
が
必
要
と
な
る

場
合
、
高
額
な
自
己
負
担
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
意
見
書
は
、
ワ

ク
チ
ン
再
接
種
費
用
の
助
成
制
度

の
創
設
を
、
国
会
及
び
政
府
に
要

望
す
る
も
の
で
す
。

決
算
剰
余
金
で
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

大
学
の
た
め
29
億
円
も
使
う
の
は
問
題

　

11
月
29
日
の
本
会
議
で
選

挙
管
理
委
員
（
定
数
４
）
の

選
挙
が
行
わ
れ
、
左
記
の

と
お
り
日
本
共
産
党
推
薦

の
涌
井
秀
行
氏
が
当
選
し
ま

し
た
。
涌
井
氏
は
、
日
本
共

産
党
以
外
か
ら
も
得
票
を
得

て
、
８
票
で
ト
ッ
プ
当
選
し

ま
し
た
。

涌
井
秀
行
氏　

８
票

坂
下　

修
氏　

７
票

広
田
充
男
氏　

７
票

瀧
澤
良
仁
氏　

６
票

次
期
選
挙
管
理

委
員
に

日
本
共
産
党

推
薦
の

　

12
月
６
日
に
開
か
れ
た
企
画
総

務
委
員
会
で
は
、
区
一
般
会
計
の

補
正
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
高
柳
東
彦
区
議
は
、「
ふ

る
さ
と
納
税
全
体
で
は
、
区
の
収

入
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
分
は
一
般
財
源
で
賄
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
北
斎
美
術
館
だ

け
に
し
か
使
え
な
い
枠
組
み
を
つ

く
り
、
あ
た
か
も
区
の
収
入
が
増

え
、
区
の
財
政
負
担
が
軽
減
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
せ
る
や
り
方
は

見
直
す
べ
き
」
と
厳
し
く
指
摘
し

ま
し
た
。

　

12
月
3
日
の
地
域
子
ど
も
文
教

委
員
会
で
は
、
令
和
2
年
度
か

ら
始
ま
る
「（
仮
称
）
墨
田
区
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
総
合
計
画

（
案
）」
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
と
し
ま
剛
区
議
は
、「
こ

の
間
区
が
進
め
て
き
た
公
立
園

へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

よ
っ
て
、
引
き
継
ぎ
期
間
中
の
園

長
予
定
者
退
職
、
墨
田
区
初
の
公

立
園
へ
の
株
式
会
社
参
入
の
動
き

な
ど
、
様
々
な
問
題
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
最
善

の
利
益
を
最
優
先
す
る
と
言
い
な

が
ら
、
効
率
化
を
最
優
先
す
る
区

立
保
育
園
の
民
営
化
を
掲
げ
る
の

は
問
題
。」
と
計
画
案
の
見
直
し

を
強
く
主
張
し
ま
し
た
。

山
下
ひ
ろ
み
区
議
が
反
対
討
論

億
６
千
万
円
、
介
護
保
険

で
２
億
円
余
、
後
期
高
齢

者
医
療
で
約
１
億
６
千
万

円
を
一
般
財
源
に
繰
り
戻

し
、
財
政
調
整
基
金
に

積
み
た
て
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
保
険
料
は
、
区
民

に
と
っ
て
大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
基
金
に
積

区
立
保
育
園
の
民
営
化
計
画
案
は

見
直
す
べ
き
と
主
張

地
域
子
ど
も
文
教
委
員
会
で
と
し
ま
剛
区
議

企
画
総
務
委
員
会
で
高
柳
東
彦
区
議

涌
井
秀
行
氏
が

当
選

※「立憲墨」は「立憲民主党墨田区議団」、「墨立憲」は「墨田区議会立憲民主党」、「オン」は「墨田オンブズマン」、「新す」は
　「新しいすみだ」、「絆」は「地域連合「すみだの絆」」、絆の※1は陳情項目1項については反対、2・3項については賛成

委員会で発言する、としま区議 委員会で発言する、高柳区議


